	科目名「　総合実習　」学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名　愛知県立○○○高等学校　指導者　○○　○○

	１　日時・場所　　平成○○年△△月□□日（　）第○限・○○○実験室

	２　対象　　　　　第○学年△組科（□名）

	３　使用教材　　　なし

	４　単元名　　　　1　水耕栽培の実際

	５　単元の目標
　(1)　アクアポニックスにおける水耕栽培の働きを理解する。
　(2)　水耕栽培について理解する。
　(3)　水耕栽培装置の水循環機能について理解する。

　(4)　水耕栽培装置の実際の動きについて理解する。

	６　単元の評価規準

	関心・意欲・態度
	思考・判断・表現
	技能
	知識・理解

	　アクアポニックスにおける水耕栽培と水産養殖が循環型食糧生産技術であることに興味・関心をもつことができる。また，２種類の異なる栽培・養殖技術を融合するため個々の特性について主体的に学習しようとしている。
	　水耕栽培に用いる植物の選択，溶液の流量・流速について実践しながら課題を自ら発見し，基礎基本から問題点を解決することができる。また，結果について論理的かつ科学的な見地から適切に表現できる。
	　水耕栽培に用いる装置の作成を身に付け，溶液の流量・流速の調整を的確にすることができる。また，水耕栽培に用いる植物の調整や水産養殖に用いる魚の管理をすることができる。
	　アクアポニックスにおける水耕栽培と水産養殖の基礎的な知識を身に付け，循環型食糧生産技術を理解することができる。また，発展的に環境問題や食糧問題など今後の地球規模での問題点を理解することができる。

	７　単元の指導計画（全６時間）と本時の位置

	時間
	学習内容・学習活動
	評価の観点
	評価方法等

	
	
	関
	思
	技
	知
	

	１
２
	◎　水耕苗栽培の準備
・水耕苗の種類と特徴を知る。
　
・水耕苗栽培の方法を確かめる。
	
	
	○
○
	
	水耕栽培等の必要な情報を検索することができている。
（教師による観察）
多くの情報の中から適正な情報を選択することができている。
（教師による観察）

	３

(本時)

４

(本時)


	◎　水耕栽培装置の作製
・安全な実験実習における服装・態度で望む。
・作製過程で，改善・修正点を検討する。
・器具・工具の名称を確認し適切な操作を行う。

	
	○
	○
	
	装置の作製技術を身に付けている。
（実技・実習態度）
改善・修正点をまとめ，他者に伝えることができている。
（発表）

	５

６
	◎　水耕栽培の実践
・最適な流量・流速等を検討する。
・後片付けを行う。
· レポート作成
・水耕栽培の種類，特徴から栽培方法，栽培装置の作製，栽培実践をまとめる。
	
	○
	
	
	最適な栽培方法を検討し，観察結果を発表することで，自分の考えや集団の考えを発展することができる。
（実習ノート）（発表）


	８　本時の目標

	　プロジェクト活動で取り上げられたテーマ「アクアポニックス」を運営する班が，水耕栽培装置を作製する。マニュアル等は全くないため，助言しながら装置の作製をすることにより，目的意識をもたせ，実験に対する知識と応用力を身に付けさせる。

	９　本時の指導計画

	
	学習内容・学習活動
	指導上の留意点
	評価規準・評価方法

	導入
(５分)
	◎　服装，態度の確認　

◎　前回までの復習と本時の学習目標
	服装点検，安全確認をする。　

前回の反省点の確認をする。

実習内容の指示をする。

注意事項の確認をする。
	・服装，態度は正しく，水耕栽培に関心をもち実験に臨む姿勢がある。

・前回までの学習内容を確認し，本時の学習内容を理解している。

	展開
(80分)
	◎　使用物品の説明
・器具の名称，使用目的を理解する。
・全体構造の確認をする。
· 部品の加工

・発砲スチロール等の加工を行う。
・塩ビパイプ等の加工を行う。
・加工の過程で改善修正点を検討する。
◎　水耕栽培装置の組立

・塩ビパイプを接着する。
· 水耕栽培装置の稼働
・発砲スチロールを配置する。
・水が循環していること確認する。
	・発砲スチロールや塩ビパイプの加工の注意点を説明する。
・不明な点がないか確認する。
・使用する器具や道具の取扱いには，十分に注意するよう指導する。

・作業計画を示し，時間内に加工・組立するよう注意する。

・組立が困難な場合は支援する。
・部品の組立が的確に行われ，水漏れせず，水が循環するように製作されているかを確認する。
・実習ノートに記録をとるように促す。

・特徴を理解させる。　

	・発砲スチロールや塩ビパイプの特徴や加工方法を理解している。
・加工方法において，改善・修正点をまとめ，他者に伝えることができる。

【思考・判断・表現】
・手順に従い，装置を組み立てることができる。

【技能】
　

・器具や道具の取扱いに十分注意して実習に取り組むことができる。
【技能】


	まとめ
(15分)
	◎　水耕栽培装置作製についての復習

・次時の予告
	・本時の内容を振り返る。今後の学習内容を理解させる。

・各部を確認しながら水耕装置について理解させる。
	・実験ノートが適切にまとめてある。
【思考・判断・表現】



